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投
票
で
き
る
人

◦
日
本
国
民
で
平
成
12
年
12
月
24
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

◦
平
成
30
年
9
月
15
日
ま
で
に
、
成
田

市
に
住
民
記
録
が
あ
り（
転
入
の
場

合
は
、
同
日
ま
で
に
転
入
の
届
け
出

が
済
ん
で
い
る
人
）、
引
き
続
き
投

票
日
当
日
ま
で
市
内
に
住
ん
で
い
る

人（
市
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
）

市
内
で
転
居
し
た
人
は

投
票
所
に
注
意

　
市
内
で
引
っ
越
し
た
人
で
、
12
月
2

日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は

新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。
12
月
3
日
以
降
に
転
居
の

届
け
出
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

投
票
時
間
は

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

　
選
挙
の
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
〜

午
後
8
時
で
す
。
投
票
す
る
と
き
は
、

入
場
整
理
券
を
切
り
離
し
て
本
人
の
物

だ
け
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
整
理
券
は
、
投
票
日
や
投
票
所

な
ど
を
有
権
者
に
お
知
ら
せ
し
、
投
票

所
で
の
受
け
付
け
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
送
る
も
の
で
す
。
投
票
用
紙
の

引
換
券
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
整
理
券
は
12
月
17
日
㈪
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
を

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
都
合
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
12
月
17
日
㈪
〜
22
日
㈯
の
毎
日

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
は
午
前
10
時

か
ら
）

投
票
所

◦
市
役
所
4
階
期
日
前
投
票
所

◦
保
健
福
祉
館
下
総
分
館（
下
総
支
所
）

1
階
期
日
前
投
票
所

◦
大
栄
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

◦
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
専
門
店
街
2
階

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

入
院
中
や
市
外
に
滞
在
中
の
人
は

不
在
者
投
票
を

　
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
業
や
仕
事
で
市
外
に
滞
在

中
の
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

体
に
障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
な
ど
で
投
票
で
き
ま
す

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
障
が
い
の
程
度
が
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
、
介
護
保
険

の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
5
」

の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

そ
の
一
票  

日
本
の
未
来
を  

変
え
る
か
ぎ

12
月
23
日（
日
・
祝
）は
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

市
長
選
挙
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証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
が
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

◦
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が

い
が
1
級
ま
た
は
2
級
の
人

◦
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
・
小
腸
の
障
が
い
が
1
級
ま
た

は
3
級
の
人

◦
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
1
級
か
ら

3
級
ま
で
の
人

◦
両
下
肢
な
ど
の
障
が
い
が
右
記
の
程

度
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
知

事
が
証
明
し
た
人

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

◦
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
が
特
別
項

症
か
ら
第
2
項
症
ま
で
の
人

◦
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の
障
が
い
が
特

別
項
症
か
ら
第
3
項
症
ま
で
の
人

◦
両
下
肢
な
ど
の
障
が
い
が
右
記
の
程

度
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
知

事
が
証
明
し
た
人

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
5
」
で
あ
る
人

申
請
の
手
続
き

①
申
請
書（
申
請
者
本
人
の
署
名
が
必

要
）に
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
添
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
市
役
所
4
階
）へ（
申
請
手

続
き
は
代
理
の
人
で
可
）

②
後
日
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が

郵
便
な
ど
で
自
宅
に
届
く

代
理
記
載
制
度

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
で
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
届
け
出
た
人
に
、
投
票
に
関

す
る
代
理
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
手
帳
に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
1
級
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人

◦
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で

手
帳
に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症

ま
で
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

選
挙
公
報
は
19
日
㈬
に

新
聞
折
り
込
み
で

　
立
候
補
者
を
知
る
た
め
の
「
選
挙
公

報
」
は
、
朝
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
千

葉
日
報
、
東
京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、

毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
の
12
月
19
日
㈬

の
朝
刊
に
折
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
、
保
健
福
祉
館
、
各

公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
美
郷
台
地
区

会
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
、
ス
カ
イ

タ
ウ
ン
成
田
、
成
田
赤
十
字
病
院
、
三

里
塚
御
料
郵
便
局
、
成
田
遠
山
郵
便
局
、

三
里
塚
郵
便
局
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
な
ど
で
、

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
☎
22
‐
1
1
1
1 

内

線
3
1
5
2
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

即
日
開
票
し

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

　
開
票
は
、
12
月
23
日
午
後
9
時
15
分

か
ら
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

）
で

投
票
・
開
票
の
速
報
を
掲
示
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
☎
22
‐
1
1
1
1 

内
線
3�

1 

5�

2
。
12
月
23
日
は
☎
28
‐
7
9
4 

1
、
☎
28
‐
2
2
6
1
）へ
。

投票日に投票所に行けない理由など
を「宣誓書」に記入します

選挙人名簿との対照の後、投票用紙
の交付を受けます

記載台で候補者の氏名を書いて、投
票用紙を直接投票箱に入れます

期日前投票手続き   入場整理券を持って期日前投票所へ

受け付け 投票用紙の交付 投票

名簿対照係
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ま
た
、
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
、

よ
く
判
断
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
う
な
ど
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、

本
人
の
支
援
者
や
家
庭
裁
判
所
が
選
任

し
た
人
な
ど
が
後
見
人
と
な
り
、
本
人

に
代
わ
っ
て
財
産
や
権
利
を
守
る
の
が

成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
任
意
後
見
制

度
と
法
定
後
見
制
度
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
将
来
に
備
え
て
「
誰
に
」「
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ

ら
か
じ
め
契
約
で
決
め
て
お
く
制
度
で

す
。
手
続
き
は
成
田
公
証
役
場
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
後
見
人

な
ど
が
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

判
断
能
力
の
程
度
や
本
人
の
事
情
に
応

な
い
人
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
を
管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
契
約
を
結

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

権
利
を
守
る
成
年
後
見
制
度

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
十
分
で

じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
き
を
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
で
申

し
立
て
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な
い
人
は
、

市
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
問
い
合
わ
せ
先

任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て

◦
成
田
公
証
役
場（
☎
22
‐
1
0
3
5
）

法
定
後
見
制
度
に
つ
い
て

親
族
が
申
し
立
て
を
行
う
場
合

◦
千
葉
家
庭
裁
判
所
佐
倉
支
部（
☎
0 

4�

3
‐
4
8
4
‐
1
2
4
3
）

申
し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な
い
場
合

◦
認
知
症
な
ど
の
症
状
が
あ
る
高
齢
者

…
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1�

5
3 

7
）

◦
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
に
よ
り

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
…
障
が

い
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
9
）

知
っ
て
い
ま
す
か

障
害
者
差
別
解
消
法

　
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
次
の
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

　
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
が
、
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
し
て
正
当
な
理
由
な

く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
・
制
限
す

る
よ
う
な
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理

由
だ
け
で
ア
パ
ー
ト
を
貸
さ
な
い
、
車

い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
入
店
を
断
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
求
め
に
応
じ
て
、

そ
の
人
の
障
が
い
に
合
っ
た
方
法
で
支

援
す
る
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま

す
。
行
政
機
関
に
は
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
配
慮
す
る
こ
と
、
民
間
事
業

者
に
は
配
慮
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に

筆
談
を
用
い
て
伝
え
る
、
視
覚
障
が
い

の
あ
る
人
に
書
類
を
渡
す
と
き
は
内
容

を
読
み
上
げ
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
な
く
て
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
簡
単
な
支
援
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
ら
、
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
障
が

思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
目
指
し
て

市
内
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
2
万
9
、
6
0
0
人
、
何
ら
か
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
約
5
、

3
0
0
人
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
保
護
す
る
制
度
や
、
私
た

ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
・
障
害
者
差
別
解
消
法

思い悩んだら相談してください
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い
の
種
別
や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
必

要
に
応
じ
た
配
慮
が
大
切
で
す
。
ま
ず

は
支
援
が
必
要
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
障
が
い
の
種
別
と
必
要
な
配
慮（
下

図
）を
参
考
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
支

援
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
市
や
県
で
は
、
次
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
福
祉
課

電
話
番
号
＝
20
‐
1
5
3
9

F
A
X
＝
24
‐
2
3
6
7

ほ
っ
と
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
の
ほ
か
、

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
番
号
＝
27
‐
1
1
0
6

F
A
X
＝
27
‐
1
0
6
5

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口

　
障
が
い
を
理
由
に
差
別
さ
れ
た
り
、

つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
し
た
ら
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
5�

9 

9�

1（
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

F
A
X
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
2
7
7 

7
※
く
わ
し
く
は
障
が
い
者
福
祉
課
へ
。

障 が い の 種 別 と 必 要 な 配 慮

身体障がい 目や耳、手足、身体内部などの機能に障がいがあり、日常生活にさまざまな困難が
生じます。

例えば… 配慮の一例
⃝視覚障がいで、周りの状況が分からなく
なってしまうことがある ➡ ⃝「何かお困りですか」と声を掛け、周囲の

状況を具体的に説明する
⃝聴覚障がいで、車内アナウンスなどの音
声による情報が入ってこない ➡ ⃝情報を求められたら、手話や筆談など、そ

の人が希望する方法で伝える

知的障がい 知能面の遅れがあり、日常生活や社会生活などへの適応が難しい場合があります。

例えば… 配慮の一例
⃝一度にたくさんのことを言われると、内
容が分からない ➡ ⃝短い文章で丁寧に説明し、内容が理解さ

れたことを確認しながら対応する
⃝渡された資料に漢字が多いと、理解でき
ない ➡ ⃝資料などにはふりがなを振り、絵や図を

使って分かりやすくなるよう工夫する

精神障がい うつ病や双極性障がい（そううつ病）などの気分障がい、統合失調症、てんかんなど
の精神疾患があり、外見からは分かりづらい場合があります。

例えば… 配慮の一例
⃝人が多い場所や騒がしい場所にいると、
パニックを起こしそうになる ➡ ⃝静かな場所や一人になれる場所に案内す

るなど、落ち着ける環境を用意する
⃝急に体調が悪くなり、当日の予定を取り
やめてしまうことがある ➡ ⃝緊張が続き、疲れやすい傾向があること

を理解し、丁寧な対応を心掛ける

そのほかの障がい 他人とのコミュニケーションが苦手な発達障がいや、脳で精密な情報処理ができな
い高次脳機能障がい、難病を原因とする障がいなどがあります。

例えば… 配慮の一例
⃝発達障がいで、予定外の出来事が起こる
と、情緒が不安定になる

⃝�障がいの種類はさまざまなので、場面や
状況に応じて必要な配慮が異なることを
理解し、対応できるよう工夫する

⃝高次脳機能障がいで、物事を忘れやすく、
失敗が多い ➡

⃝難病を患っていることが見た目では分か
らず、特性を理解してもらえない

広報なりた 2018.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です5
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市の家計簿ともいえる決算の平成29年度分がまとまりました。皆さんから納められた貴重な税金がどのように使
われているのかを知ってもらうため、市では毎年、財政状況を公表しています（1万円未満を四捨五入しているため、
合計と内訳が一致しない箇所があります）。

決算　公表平成29年度

659億
6,743万円

市税
332億9,109万円
（50.5％）

市税
332億9,109万円
（50.5％）

国庫支出金
66億3,165万円（10.1％）
国庫支出金
66億3,165万円（10.1％）

市債
50億1,350万円（7.6％）
市債
50億1,350万円（7.6％）

諸収入
38億1,614万円（5.8％）
諸収入
38億1,614万円（5.8％）

繰越金
34億6,248万円（5.2％）
繰越金
34億6,248万円（5.2％）

そのほか
4億8,626万円（0.8％）
そのほか
4億8,626万円（0.8％）

民生費
181億5,634万円
（29.5％）

民生費
181億5,634万円
（29.5％）

総務費
113億9,137万円
（18.5％）

総務費
113億9,137万円
（18.5％）教育費

87億5,642万円（14.2％）
教育費

87億5,642万円（14.2％）

土木費
55億9,252万円（9.1％）

土木費
55億9,252万円（9.1％）

衛生費
54億5,394万円（8.9％）
衛生費
54億5,394万円（8.9％）

公債費
46億5,988万円（7.5％）
公債費
46億5,988万円（7.5％）

消防費
32億1,181万円（5.2％）
消防費
32億1,181万円（5.2％）

商工費
19億6,663万円（3.2％）
商工費
19億6,663万円（3.2％）

農林水産業費
19億728万円（3.1％）
農林水産業費
19億728万円（3.1％）

そのほか
9億4,452万円（1.3％）

そのほか
9億4,452万円（1.3％）

地方譲与税
6億3,179万円（1.0％）

地方譲与税
6億3,179万円（1.0％）

分担金・負担金
10億3,784万円（1.6％）

分担金・負担金
10億3,784万円（1.6％）

県支出金
31億4,942万円（4.8％）
県支出金
31億4,942万円（4.8％）

地方消費税交付金
27億2,669万円（4.1％）
地方消費税交付金
27億2,669万円（4.1％）

繰入金
23億5,094万円（3.6％）
繰入金
23億5,094万円（3.6％）

地方交付税
18億5,621万円（2.8％）
地方交付税
18億5,621万円（2.8％）

使用料・手数料10億5,517万円（1.6％）使用料・手数料10億5,517万円（1.6％）

歳 入

615億
8,246万円

歳 出
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54億5,394万円（8.9％）
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54億5,394万円（8.9％）

公債費
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公債費
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32億1,181万円（5.2％）
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19億6,663万円（3.2％）

農林水産業費
19億728万円（3.1％）
農林水産業費
19億728万円（3.1％）

そのほか
9億4,452万円（1.3％）

そのほか
9億4,452万円（1.3％）

地方譲与税
6億3,179万円（1.0％）

地方譲与税
6億3,179万円（1.0％）

分担金・負担金
10億3,784万円（1.6％）
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県支出金
31億4,942万円（4.8％）
県支出金
31億4,942万円（4.8％）

地方消費税交付金
27億2,669万円（4.1％）
地方消費税交付金
27億2,669万円（4.1％）
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23億5,094万円（3.6％）
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歳 入

615億
8,246万円

歳 出

総務費
国家戦略特区推進事業など

国際医療福祉大学医学部の設置が認められたことにより、新設に伴う校舎の整備
に対する補助と付属病院の用地取得などを実施した

民生費
保育園整備事業など 老朽化した吾妻保育園と玉造保育園の大規模改修工事を実施した

衛生費
いずみ清掃工場解体・ストック
ヤード整備事業など

清掃工場から排出された溶解スラグを再利用するため、一時保管するストックヤー
ドの建設工事を実施した

農林水産業費
水田農業構造改革対策事業など

水田を有効活用した作物の生産を振興するため、取り組み面積などに応じて補助
金を交付した

商工費
中小企業資金融資事業など 市内の中小企業者や新たに事業を行う創業者に対し、融資の利子補給を実施した

土木費
生活道路整備事業など 市民の利便性と交通の安全性を図るため、生活道路を整備した

消防費
消防庁舎整備事業など 三里塚署庁舎の老朽化が著しいことから、新庁舎の建設工事を実施した

教育費
小学校大規模改造事業など 豊住小学校の大規模改修工事などを実施した

公債費 市債の元金と利子を償還した

このような事業に使われました

　平成29年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入が659億6,743万円、歳出は615億8,246万円で、差し
引きは43億8,497万円でした。この中には、平成30年度に繰り越すべき財源として7億2,982万円が含
まれていますので、平成29年度の実質収支は36億5,515万円でした。

一般会計の実質収支額は36億5,515万円

の
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※�くわしくは財政課（☎20-1512）または市ホームページ（http://
www.city.narita.chiba.jp/shisei/index0072.html）へ。
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決
算
審
査
意
見
要
約

　
平
成
29
年
度
成
田
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企

業
会
計
の
決
算
と
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
そ
の
ほ
か
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
し
た
結
果
、

決
算
書
な
ど
の
計
数
に
誤
り
が
な
く
、
予
算
執
行
と
事
業

の
実
施
は
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金

　
予
算
の
執
行
状
況
と
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
を
初
年
度
と
す
る
総
合
計
画
「
N
A
R
I
T
A
み
ら

い
プ
ラ
ン
」
の
第
一
次
実
施
計
画
で
定
め
た
各
種
諸
施
策

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
に
お
い
て
期
待
す
る
効
果
を
お
お

む
ね
達
成
し
た
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
決
算
状
況
は
一
般
会
計
で
、
歳
入
決
算

額
6
5
9
億
6
、
7
4
3
万
4
、
3
9
3
円
、
歳
出
決
算

額
6
1
5
億
8
、
2
4
6
万
3
、
6
3
0
円
、
歳
入
歳
出

差
引
額（
形
式
収
支
額
）は
、
43
億
8
、
4
9
7
万
7
6
3

円
と
な
り
ま
し
た
。

り
ま
す
。

　
今
後
も
農
水
産
物
の
輸
出
拠
点
化
を
目
指
す
公
設
卸
売

市
場
移
転
再
整
備
を
始
め
と
し
た
大
規
模
事
業
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
健
全
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進

計
画
を
確
実
に
実
践
し
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
た
事
務

事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
経
営
型
行
政
運
営
の
視
点
か
ら
限
ら
れ
た
経
営
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
財
源
の
配

分
と
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
さ
ら
な

る
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
に
努
力
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
市
民

の
視
点
に
立
ち
、
市
民
の
信
頼
の
下
で
、
よ
り
良
い
施
策

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
、
多
額
な
財
政
負
担
な
ど
を
伴
う
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
民
へ
の
適
時
適
切
な
情
報
の
発
信
に
努
め
、

「
住
ん
で
よ
し 

働
い
て
よ
し 

訪
れ
て
よ
し
の
生
涯
を
完

結
で
き
る
空
の
港
ま
ち 

な
り
た
」
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

　
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
ほ
か
5
会
計
）で
は
、
歳
入

決
算
額
2
6
6
億
1
、
0
1
3
万
6
、
3
3
6
円
、
歳
出

決
算
額
2
5
5
億
6
、
7
2
3
万
6
、
9
4
2
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
額
）は
、
10
億
4
、
2
8
9
万
9
、

3
9
4
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
全
般
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
わ

が
国
の
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
お
り
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
海
外
経
済

の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
多
く
が
、

税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
一
方
で
、
義
務
的
経
費
が

増
加
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
は
今
後
と
も
一
層
の
厳

し
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
事
業
を

活
用
し
た
大
学
医
学
部
誘
致
事
業
を
始
め
と
し
た
大
規
模

事
業
や
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
施
策
の
拡
充
を
進
め
て
お

　
基
金
に
つ
い
て
は
、
特
定
目
的
基
金
17
基
金
、
定
額
運

用
基
金
6
基
金
を
運
用
し
、
そ
の
運
用
状
況
の
調
書
の
計

数
は
正
確
で
あ
り
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
損
益

で
は
総
収
益
18
億
9
、
1
7
5
万
6
6
7
円
に
対
し
、
総

費
用
17
億
9
、
2
4
3
万
2
、
8
0
7
円
で
、
こ
の
結
果
、

収
益
的
収
支
差
し
引
き
は
、
9
、
9
3
1
万
7
、
8
6
0

円
の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
見
る

と
、
損
益
で
は
総
収
益
、
総
費
用
と
も
に
3
億
2
、

6
0
7
万
5
、
2
1
0
円
で
す
が
、
こ
れ
は
総
費
用
に
対

す
る
総
収
益
の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
で
補

て
ん
を
受
け
、
同
額
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
効
率
的
な
経
営
の
推
進
と
よ
り
一
層
の
経

費
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
負
担
に
備
え
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
り

安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎
20
‐
1
5
7
2
）へ
。

市の借金の残高です
市債

水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 20億3,108万円 19億 306万円
資本的収支 4億2,935万円 9億9,349万円

簡易水道事業特別会計
区分 収入 支出

収益的収支 3億3,133万円 3億3,025万円
資本的収支 870万円 1億2,015万円

地方公営企業法の適用を受け、民間企業のように、利用料金
などの収益で運営している公営企業の会計です

公営企業会計

会計名 歳入 歳出
国民健康保険（事業） 152億8,571万円 147億 234万円
国民健康保険（施設） 1億5,582万円 1億4,805万円
下水道事業 24億5,792万円 22億9,283万円
公設地方卸売市場 8億 156万円 7億9,149万円
介護保険 67億4,066万円 64億8,949万円
農業集落排水事業 1億7,238万円 1億6,916万円
後期高齢者医療 9億9,608万円 9億7,387万円

合計 266億1,014万円 255億6,724万円

特定の事業を行うために、一般会計と区別して処理する会計です
特別会計決算

区分 平成29年度末現在

一般会計

総務債 145億9,523万円
民生債 18億2,233万円
衛生債 35億3,111万円
農林水産業債 3,050万円
土木債 89億7,513万円
消防債 20億5,715万円
教育債 121億3,192万円
災害復旧債 4,424万円
合併特例債 22億2,163万円
そのほか 45億2,890万円
計 499億3,815万円

特別会計

下水道事業債 54億 164万円
災害復旧債（下水道事業） 3,193万円
農業集落排水事業債 11億7,202万円
卸売市場債 4億 580万円
計 70億1,139万円

公営企業会計
水道事業会計 86億6,845万円
簡易水道事業特別会計 20億4,203万円
計 107億1,048万円

合計 676億6,002万円

土地・建物・物品・基金（特定の事業を行ったり、財源が不
足したりするときに使う市の貯金）などがあります

市有財産

区分 平成29年度末現在
土地 470万 272㎡
建物 45万6,679㎡
物権 2,052.97㎡
有価証券 1億6,205万円
出資による権利 62億3,262万円
物品（車両など） 759台
債権 5億1,617万円
基金 101億3,246万円

広報なりた 2018.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7



■一般会計の執行状況

土地面積 469万7,394㎡
建物面積 45万8,158㎡
物品（車両など） 759台
基金 91億7,653万円

一般会計債 486億9,941万円
下水道事業債 52億3,243万円
卸売市場債 4億 580万円
農業集落排水事業債 11億3,142万円
上水道事業債 83億6,176万円
簡易水道事業債 19億8,825万円
合計 658億1,908万円

区分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

水道事業会計

収益的収入 20億5,120万円 9億6,841万円 47.2%
収益的支出 19億6,468万円 10億2,293万円 52.1%
資本的収入 8億9,900万円 0円 0.0%
資本的支出 16億1,672万円 8億1,665万円 50.5%

簡易水道事業
会計

収益的収入 3億5,313万円 6,013万円 17.0%
収益的支出 3億5,313万円 2億1,279万円 60.3%
資本的収入 1,820万円 0円 0.0%
資本的支出 1億2,741万円 7,052万円 55.3%

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険（事業） 138億3,019万円 60億2,472万円 43.6% 48億2,733万円 34.9%
国民健康保険（施設） 1億5,589万円 2,895万円 18.6% 4,268万円 27.4%
下水道事業 26億5,439万円 6億9,810万円 26.3% 4億3,930万円 16.5%
公設地方卸売市場 38億6,054万円 1億6,678万円 4.3% 2億8,679万円 7.4%
介護保険 73億6,405万円 29億 897万円 39.5% 27億8,605万円 37.8%
農業集落排水事業 1億7,462万円 1,536万円 8.8% 7,406万円 42.4%
後期高齢者医療 10億7,082万円 4億2,734万円 39.9% 2億3,001万円 21.5%

予算現額＝636億1,093万円
収入済額＝317億1,541万円
収 入 率＝49.9%  　　　　

総務費･･･････････････････････････････29億3,530万円　27.1%

民生費･･･････････････････････････70億1,037万円　37.6%

衛生費･･････････････････････････････17億4,024万円　31.0%

農林水産業費････････････････････････････ 3億3,883万円　19.0%

商工費･････････････15億4,678万円　77.4%

土木費･････････････････････････････････10億7,645万円　15.2%

消防費････････････････････････12億8,240万円　45.1%

教育費･････････････････････････････29億3,281万円　31.7%

公債費･･･････････････････････････････13億5,917万円　27.4%

そのほか････････････････････････2億4,610万円　42.8%

市民の皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、市債など（歳入）がどのように使われたか（歳出）を知っても
らうため、毎年6月と12月の2回、市の財政事情を公表しています。今回は平成30年度上半期（4月1日〜9月30日）の執行
状況や市債の残高などをお知らせします（1万円未満を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない箇所があります）。

予算現額＝636億1,093万円
支出済額＝204億6,845万円
執 行 率＝32.2%  　　　　

収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

※くわしくは財政課（☎20-1512）または市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/shisei/index0072.html）へ。

平成30年度予算の執行状況

歳 
入

歳 
出

市税･････････････････････188億3,105万円　57.9%

地方譲与税･･････････････････････････2億1,480万円　34.6%

地方消費税交付金･･･････････16億8,021万円　58.0%

地方交付税････････････9億5,680万円　73.8%

分担金・負担金･････････････････････4億1,940万円　39.0%

使用料・手数料･･････････････････････3億8,415万円　36.8%

国庫支出金････････････････････････23億5,603万円　36.3%

県支出金･････････････････････････････････3億7,137万円　12.5%

繰入金･･････････････9億5,592万円　79.1%

繰越金･･43億8,497万円　125.3%

諸収入･･･････････････････････････････････7億9,192万円　22.5%

市債･･････････････････････････････････････････････････････0.0%

そのほか･････････････････････････3億6,879万円　43.8%

＊�収益的収入・支出とは、営業面での収支を示すもので、水道料金（簡易水道料金）を主な
収入としています
＊資本的収入・支出とは、配水管の敷設や改良事業などでの収支を示すものです

■公営企業会計の執行状況 ■市債などの残高

■市が保有している土地・建物など

■特別会計の執行状況

お詫びと訂正 広報なりた6月1日号7ページの平成29年度予算の執行状況「市が保有している土地・建物
など」の土地面積に誤りがありました。お詫びして訂正します。

正：470万 272㎡
誤：468万9,636㎡
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災害初動対応の訓練

消
防
団
員
と
は

　
火
災
が
起
き
た
と
き
、
消
防
車
で
駆

け
付
け
る
消
防
職
員
と
消
防
団
員
。
皆

さ
ん
は
そ
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
消
防
職
員
は
消
防
署
に
勤
務
す
る
専

門
職
員
で
す
。
一
方
、
消
防
団
員
は
主

に
地
域
に
住
む
人
た
ち
で
、
日
頃
は
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
を
持
っ
て
働
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
際

に
、
自
宅
や
職
場
か
ら
災
害
現
場
へ
駆

け
付
け
、
消
火
・
救
助
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
下
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　
こ
の
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る

地
域
防
災
の
要
が
消
防
団
で
す
。

消
防
団
の
構
成

　
11
月
1
日
現
在
、
成
田
市
消
防
団

は
12
分
団
95
カ
部
で
構
成
さ
れ
、
1
、

4
4
4
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
装
備
に
は
、
水
槽
付
き
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
1
台
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
19
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
74
台
の
車
両
を
配
備
し
て
い
ま

す
。消

防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の

現
場
で
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
人
命

救
助
や
避
難
誘
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
動
し
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
と
き
で
も

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火

災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
、
地

域
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。

災
害
時
の
活
動

◦
火
災
の
消
火
活
動
や
支
援
な
ど

◦
火
災
鎮
火
後
の
警
戒

◦
風
水
害（
台
風
・
集
中
豪
雨
・
洪
水
）

な
ど
へ
の
警
戒

災
害
時
以
外
の
活
動

◦
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
活
動

◦
夜
警
な
ど
年
間
を
通
し
て
の
警
戒
活

動
◦
消
火
活
動
や
人
命
救
助
の
訓
練

◦
出
動
に
備
え
た
機
械
・
器
具
の
点

検
・
整
備

※
く
わ
し
く
は
消
防
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
9
0
）へ
。

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
員
の
活
動
は
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

成
田
市
消
防
団

あなたも地域防災のリーダーになりませんか
　成田市消防団では、地域を守る消防団員を募集して
います。市内在住・在勤・在学の18歳以上で、熱意
のある健康な人なら誰でも入団できます。団員には活
動服が貸与されるほか、年間報酬や出勤した際の手当
などが支給されます。
　活動に興味を持った人は、消防総務課（☎20-1590）
へ問い合わせてください。
女性消防団にも新しい力が
　平成29年4月1日に消防団女性部が発足し、地域防
災力のさらなる向上を目標に掲げ活動をしています。
　今年10月には、国際医療福祉大学医学部医学科の
1年生4人が新たに団員となりました。女性部は主に、
住民に対する救急講習の指導や火災予防啓発活動を行
います。

　女性消防団員を募集
していると聞き、医療と
消防の架け橋になりた
いと思い入団を決意しま
した。消防団員と医師
には人の命に携わると
いう共通点があります。
消防団の活動を通して
学んだことを、医師に
なった時に生かしていき
たいと思っています。

新団員にインタビュー

国際医療福祉大学
医学部医学科1年

澁
しぶ

谷
たに

 友
ゆ う り

梨さん
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　家庭で発生する食品ロスの原因は、食べ残しや賞味期限
切れ、調理の際に本来食べられる部分が取り除かれること
などです。
　食品ロス削減は、家計にとってもメリットがあります。
今日から早速、次のことに取り組んでみましょう。
◦足りない食材が一目で分かるように、冷蔵庫の中を整理

する
◦買い物に行く前に冷蔵庫の中身を確認し、必要な食材と

量をメモする
◦少量パックやばら売りなどを活用し、使い切れる分だけ

買う
◦消費期限や賞味期限が迫っている食材から使う
◦野菜や果物の皮をむくとき、食べられる部分までむかな

いように気を付ける。食べられる皮は利用する
◦食材の使い残しが出ないようにメニューを考える。残っ

た分は別の料理に利用する

  

広
が
る
3
0
・
1
0
運
動

　
食
べ
残
し
や
食
品
の
廃
棄
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
量
は
、
年
間

6
4
6
万
ト
ン
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
1
人
当
た
り

で
考
え
る
と
、
毎
日
茶
碗
1
杯
分
の
ご

飯（
約
1
3
9
グ
ラ
ム
）を
捨
て
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
か
ら
出
た
生
ご

み
の
う
ち
、
約
6
割
が
お
客
さ
ん
の
食

べ
残
し
た
料
理
で
す
。

　
食
品
ロ
ス
の
問
題
を
知
っ
て
も
ら
い

削
減
し
て
い
く
た
め
に
3�

0
・
1�

0
運

動
が
考
案
さ
れ
、
全
国
で
こ
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
3�

0
・
1�

0
運
動
と
は
、
宴
会
や
会

食
時
に
、
乾
杯
後
30
分
と
終
了
前
10
分

は
自
分
の
席
で
料
理
を
楽
し
む
こ
と
を

呼
び
掛
け
る
運
動
で
す
。
食
べ
る
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
残
し

を
減
ら
せ
ま
す
。

  

3
0
・
1
0
運
動
を

  

実
践
し
よ
う

　
楽
し
い
会
話
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り

せ
っ
か
く
の
料
理
を
後
回
し
に
し
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
宴
会
や
会
食
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら

す
た
め
、
一
人
一
人
が
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
次
の
こ
と

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◦
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
注
文
す
る

◦
乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理

を
楽
し
む

◦
終
了
前
10
分
間
は
自
分
の
席
に
戻
っ

て
料
理
を
楽
し
む

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

を
減
ら
そ
う

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
宴
会
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
宴
会
や
会
食
で
の
食

べ
残
し
を
減
ら
す
取
り
組
み「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
3さん
0まる
・
1いち
0まる
運
動
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！
3
0 

・
1
0
運
動

食
品
ロ
ス

家庭でできる食品ロスの削減
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【功績彰】
作田　義美（郷部）	 菊地　秀樹（中台）	 佐々木順子（馬橋）	 藤﨑　勇治（本三里塚）	 桃川　一美（公津の杜）
宮﨑　葊文（郷部）	 小泉　英夫（花崎町）	 富樫　　誠（江弁須）	 平野　省二（花崎町）	 下島　完司（本三里塚）
髙槗　研三（江弁須）	 田村　桓夫（玉造）	 印宮　昭夫（花崎町）	 菅野　芳子（成井）	 飯嶋　正義（前林）
石井　博子（上町）	 遠藤　修平（囲護台）	 片山　　武（郷部）	 川島　光江（吉岡）	 木内美栄子（奈土）
栗山　 雄（磯部）	 櫻井美惠子（小野）	 佐藤　　勇（大生）	 椎名　崇子（前林）	 菅沢まゆみ（橋賀台）
仲村　　忠（美郷台）	 根本　榮子（小浮）	 根本　正昭（船形）	 藤﨑　　曙（下方）	 藤﨑　純也（取香）
吉田喜代子（横山）	 飯田　正雄（宝田）	 岩澤　　愽（西和泉）	 打越　京子（中台）	 矢野　　潔（猿山）
小森　栄子（土屋）	 清水　玲子（松崎）	 長谷川一治（東町）	 大嶋　克彦（囲護台）	 石井　俊一（中台）
神﨑　達夫（囲護台）	 北﨑　光男（横山）	 越川　和彦（横山）	 田辺　寿夫（官林）	 神﨑　輝夫（大和田）
小泉　増規（成毛）	 坂戸　武史（伊能）	 加藤　和則（芦田）	 浅井　弘一（松子）	 小泉　嘉永（成毛）
飯田　芳久（大栄十余三）	 小髙　裕正（公津の杜）	 鈴木　孝司（大室）	 石川　邦紘（山之作）

【功労彰】
保津　治道（公津の杜）	 藤倉　國男（飯田町）	 阿部　祐幸（囲護台）	 鈴木　正徳（美郷台）	 髙橋　洋樹（中台）
眞鍋　知史（玉造）	 正岡　宗之（中里）	 中村　智裕（長沼）

【功績彰】
鈴木　結依（川上小学校）	 永井　斗真（橋賀台小学校）	 坂東　優星（成田小学校）	 岩佐茉結子（成田高等学校）
永藤　修一（成田高等学校）	 加瀬　雄大（成田高等学校）	 荘司　晃佑（成田高等学校）	 橋本　大輝（船橋市立船橋高等学校）
宮田　彪我（習志野市立習志野高等学校）	 小川　奈那（北須賀）	 須田　優美（千葉信用金庫赤坂支店）
成田選抜 スポーツ少年団	 成田高等学校陸上競技部男子4×400mリレーチーム	 下総高等学校自動車部

長年の努力と顕著な功績をたたえ
平成30年度成田市表彰式が、11月15日に市役所で開催されました。
市政の進展などに貢献された73人と3団体の皆さんを紹介します（敬称略）。

成田市表彰式

教育委員会
表彰

市表彰
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私
た
ち
津
富
浦
小
学
校
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
4
〜
6
年
生

の
男
女
9
人
で
、
年
8
回
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
に
教
室

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
年
間
を
通
し
て
一
つ
の
ダ
ン
ス
を

練
習
す
る
た
め
、
曲
目
を
み
ん
な
で
相
談
し
て
決
め
ま
す
。

初
め
は
難
易
度
が
高
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
覚
え
る
こ
と
が
難
し
そ
う
だ
と
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
て
、

見
て
い
る
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
D
A 

P
U
M 

P
の
「
U
．S
．A
．」
を
選
び
ま
し
た
。
練
習
で
は
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
手
本
と
な
る
動
画
を
見
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
振
り
付
け
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。
全
員
ダ
ン
ス

の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
は
全
く
覚
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
何
度
も
動
画
を
確
認
し
な
が
ら
繰
り
返
し

練
習
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ス
を
す
る
上
で
大
事
な
こ
と
は
、
間
違
っ
て
も
恥

ず
か
し
が
ら
ず
に
堂
々
と
踊
る
こ
と
で
す
。
分
か
ら
な
い

か
ら
と
い
っ
て
動
画
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に
自

分
の
体
を
し
っ
か
り
と
動
か
し
て
み
る
こ
と
で
、
手
の
振

り
方
や
足
の
動
き
な
ど
手
本
と
違
う
部
分
に
気
付
け
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
注
意
し
あ
っ
て
改
善
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
練
習
の
回
数
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な

で
決
め
た
こ
の
ダ
ン
ス
を
完
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

津
富
浦
小
学
校
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

「
間
違
い
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

リズムよく元気に踊る

振り付けを動画で確認

市
民
の
ひ
ろ
ば
12
月

ク
ラ
ブ
訪
問

　ダンスが楽しそうだったの
でこのクラブに決めました。
楽しみながらできるように、
みんなをまとめて練習してい
ます。

菅澤 陽向 部長（6年生）

211
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井
い ふ く

福 翔
 しょうたろう

太郎くん（7カ月・右）下方

　　 光
ひかり

ちゃん（7カ月・左）

双子だけど顔も性格も違う2人。2人
の成長がとても楽しみです！

し
て
当
た
る
よ
う
に
な
る
と
、
上
達
を
実
感
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
競
技
は
健
康
に
も
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
矢
を
吹
く
体
勢
に
入
る
前
に
、
両
腕
を
伸
ば
し

手
先
で
大
き
く
弧
を
描
く
よ
う
に
し
て
筒
を
頭
上
ま
で

上
げ
る
動
作
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
背
筋
が
伸
び
て
姿

勢
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
矢
を
飛
ば
す
際
の
腹
式

呼
吸
に
は
、
お
な
か
を
引
き
締
め
た
り
、
新
陳
代
謝
を

良
く
し
た
り
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
練
習
は
、
毎
回
3
時
間
ほ
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の
合
間
に
は
メ
ン

バ
ー
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
な
ど
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。
さ
ら
に
上
達
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　
使
用
す
る
矢
は
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
製
で
先
端

に
丸
い
金
属
を
付
け
た

物
。
矢
と
い
う
言
葉
か

ら
危
険
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
万
が
一
、
人
に
当

た
っ
て
も
刺
さ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
矢
を
飛
ば
す
た
め
に

重
要
な
の
は
腹
式
呼
吸

で
す
。
正
し
い
呼
吸
法

で
吹
か
な
け
れ
ば
矢
は

き
ち
ん
と
飛
ば
ず
、
始

め
た
頃
は
的
に
届
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

的
の
中
央
付
近
に
安
定

　
私
た
ち
「
吹
矢
健
康
会
」
は
、
毎
週
火
曜
日
に
加
良

部
公
民
館
で
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
長
さ
1
2
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
細
長
い
筒
を
使
い
、
5
〜
10
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
的
に

矢
を
飛
ば
し
て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
特
別
な

筋
力
な
ど
は
必
要
な
い
た
め
、
女
性
や
高
齢
者
で
も
楽

し
め
る
の
も
特
徴
で
す
。

◦応 募 方 法　�お子さんの写真・住所・氏名（ふりがな）・生年月日・性別、親の名前、電話番号、30
字程度のコメントを郵送またはEメールで広報課へ

◦応　募　先　〒286-8585　花崎町760　成田市役所広報課
　　　　　　　koho@city.narita.chiba.jp（写真データはJPEGで容量1MB以上で送ってください）
◦問い合わせ　広報課　☎20-1503

このコーナーには市内在住
で5歳までのお子さんの写
真を掲載しています。お気
に入りの1枚が撮れました
ら、ぜひお寄せください。

菱
ひ し ぎ

木 咲
さ く ら

空ちゃん（5歳・左）久住中央

　　 彩
さ や か

空ちゃん（1歳・右）

たまにケンカもするけれど、2人仲良
くスクスク成長中♪♪

吹
矢
健
康
会

「
狙
い
を
定
め
て
発
射
」

集中して的を狙う見事に命中

仲良く活動しています

な
か
ま
と
一
緒208

470

ス
ク
ス
ク
の
び
の
び
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魂を込めた演技を見せる
11月11日伊能歌舞伎定期公演

　下総高校自動車部の皆さんが全国大会優勝を報告するため市役所を訪
れました。ツインリンクもてぎ（栃木県茂木町）で開催された、省エネカー
の燃費性能を競う「Hondaエコマイレッジチャレンジ」に出場した同部
の2チームは、1・2位に入賞。ともにガソリン1リットル当たり2,050
キロメートル以上を走行できる試算を記録し、3位を大きく引き離す結
果を残しました。

全国大会で4連覇
10月31日下総高校自動車部

元気に優雅に踊りを披露
　市民の皆さんが日頃の文化芸術活動の成果を発表する「市民文化祭」。
この日はダンス・バレエの祭典が国際文化会館で開催されました。参加
した8団体の中には元気いっぱいに踊る小学生のグループも。子どもか
ら大人まで幅広い世代が、ジャズダンスやクラシックバレエなどのさま
ざまな踊りを披露しました。出演者は演目を終えるごとに満足そうな笑
顔を浮かべていました。

11月3日市民文化祭 ダンス・バレエの祭典

　市指定無形民俗文化財「伊能歌舞伎」の定期公演が大栄公民館で行われました。役
者・裏方とも伊能地区の住民が中心となり、「三

さん
番
ば

叟
そう

」「本
ほんちょうにじゅうしこう

朝廿四考（十
じゅ

種
しゅ

香
こう

の場）」「弁
べん

天
てん

娘
むすめ

女
め お の

男白
しらなみ

浪（稲
いな

瀬
せ

川
がわ

の場）」「御
ご

所
しょ

桜
ざくら

堀
ほり

川
かわ

夜
よ

討
うち
（弁

べん
慶
けい

上
じょう

使
し

）」の4演目を上演。弁天娘
女男白浪では大須賀小学校の児童や地元の高校生たちが、堂々とした演技を披露し
ました。全ての演目が終わると迫真の演技を見せた舞台上の役者に向けて、盛大な
拍手が送られました。

❶

市のさまざまなできごとをFacebookでタイムリーに
紹介しています。ぜひ、「いいね！」を押してください。
※� マークが付いたイベントは、Facebookでも配信
しています。

成田市役所広報課-Narita City

大きな舞台でも堂々と

下総高校自動車部部員と関係者

❶弁天娘女男白浪（稲瀬川の場）❷本朝廿四考
（十種香の場）❸御所桜堀川夜討（弁慶上使）❹
舞台役者たちによるお礼口上

❷

❸

❹
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秋の街並みを走る
　中台運動公園陸上競技場をスタート・ゴールとして「成田POPラン大
会」が開催されました。全国各地から集まった子どもから大人まで総勢
約4,200人のランナーはハーフマラソン・10キロメートル・3キロメー
トルの部に分かれてスタート。記録更新を目指して勢いよく腕を振る人
もいれば、仮装してゆっくりとレースを楽しむ人もいるなど、それぞれ
のペースで市内を走り抜けました。

11月11日成田POPラン大会

　アイルランドパラ水泳チームと市内中学生の交流イベント「水泳教室」がイ
オンスポーツクラブ3FIT成田店で開催されました。中学生は選手の模範水
泳を見学した後、練習方法の質問をしたり、泳ぎのアドバイスをもらったり
しました。一緒にチームを組んで競ったリレーでは、互いに声援を送り、ハ
イタッチをして喜び合う姿も。最後に中学生から英語で東京オリンピック・
パラリンピックへのエールが送られ、選手たちは笑顔で応えていました。

中学生と交流を深める
11月4日アイルランドパラ水泳チーム水泳教室

「まちのできごと」に掲載されている写真から、AR（拡張現実）を利用してスマートフォンやタブ
レットなどで、動画を見ることができます。右にある二次元バーコードからCOCOAR2アプリを
ダウンロード。アプリを起動してARマークが付いたコーナー全体にかざすと動画が見られます。

写真だけでは伝えきれない魅力を動画で!!

アプリアイコン

COCOAR2

iOS・Android対応

イチョウ並木の中を駆け抜ける

泳ぎ方のアドバイスをもらう

叙勲・褒章　受章おめでとうございます
秋の叙勲
瑞宝単光章

柳田 和雄さん（前林）
◦消防功労　

秋の褒章
藍綬褒章

藤﨑 和彦さん（松子）
◦消防功績　

瑞宝単光章

林 和弘さん（花崎町）
◦警察功労　

瑞宝単光章

積田 恒一さん（吾妻）
◦警察功労　

瑞宝単光章

森 茂充さん（橋賀台）
◦警察功労　

瑞宝単光章

土肥 隆さん（八代）
◦消防功労　

危険業務従事者叙勲

広報なりた 2018.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です15



暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
市

税
な
ど
は
、
福
祉
や
保
健
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上

で
欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
滞
納
は
財

源
の
不
足
を
招
き
、
市
民
生
活
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
納
付
な
ど
、
納
付
手
段
を
増
や

し
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
滞
納
と
な
り
、
督
促
状
の
送
付
や
催

告
で
納
付
を
促
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い

な
ど
、
完
納
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、

財
産
を
調
査
し
、
給
与
、
預
貯
金
、
不

動
産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
が
自
宅
や
事
務
所
を
捜

索
し
、
現
金
や
自
動
車
、
宝
飾
品
な
ど

を
差
し
押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
市
税（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
）

の
過
去
3
年
度
分
の
滞
納
額
と
徴
収
率

の
推
移
、
差
し
押
さ
え
件
数
は
左
上
表

の
通
り
で
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
生

活
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、
税
金
の
徴

収
や
差
し
押
さ
え
財
産
の
換
価（
取
り

立
て
や
公
売
な
ど
）を
猶
予
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で

に
納
税
課（
市
役
所
2
階
）に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
1 

9
）へ
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

事
故
防
止

冬
の
交
通
安
全
運
動

　
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
12
月
10
日
㈪

〜
19
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
お
互
い
に
譲
り
合
い
の
心

を
持
っ
て
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
重
点
目
標
は
次
の
4
つ
で
す
。

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

関
心
を
持
ち

認
識
を
深
め
よ
う

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
12
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰
は
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮

に
よ
る
人
権
侵
害
へ
の
対
処
が
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の
問

題
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
県
政
策
企
画
課
政
策
室

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
2
2
0
3
）

へ
。

パ
ト
ロ
ー
ル
や

取
り
締
ま
り
を
強
化

年
末
年
始
特
別
警
戒

　
警
察
で
は
、
12
月
10
日
㈪
〜
1
月
3

日
㈭
を
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま

り
期
間
と
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通

指
導
取
り
締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
犯
罪
や
交
通
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

電
話
de
詐
欺
対
策

◦
留
守
番
電
話
や
警
告
・
通
話
録
音
機

能
の
設
定
を
す
る

◦
「
還
付
金
が
あ
る
」「
今
日
中
に
A
T 

M
に
行
け
ば
手
続
き
で
き
る
」
な
ど

の
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
家
族
や
市
役

所
、
警
察
に
相
談
す
る

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
対
策

◦
防
犯
登
録
を
す
る

◦
駐
輪
す
る
際
は
、
短
時
間
で
も
必
ず

施
錠
し
、
さ
ら
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

で
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
対
策

◦
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
、

ま
た
は
防
犯
ガ
ラ
ス
に
替
え
る

◦
音
が
出
る
玉
砂
利
を
敷
き
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る

自
動
車
盗
難
対
策

◦
照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
な
ど
の
防
犯
対
策
が
さ
れ
た
駐

車
場
を
利
用
す
る

◦
警
報
装
置
や
G
P
S
追
跡
装
置
な
ど

盗
難
防
止
機
器
を
活
用
す
る

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

財
源
を
確
保
し
て
公
平
性
を
保
持

市
税
な
ど
の
滞
納
に
対
す
る
取
り
組
み年度

項目 27 28 29

預貯金 753 956 846
給与 212 263 235

国税還付金 13 23 20
不動産 50 43 39

そのほか 238 274 243
合計 1,266 1,559 1,383

差し押さえ件数

滞納額と徴収率の推移（市税）

※納税課債権回収対策室が差し押さえた件数も含む

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

13億
9,200
万円

13億
9,200
万円

11億
6,000
万円

11億
6,000
万円

10億
6,500
万円

10億
6,500
万円

27　 　　　28　　　　 29

（千万円）

（年度）

（%）

■滞納額　●徴収率（県内54市町村中）

95.6％
（県内10位）

96.3％
（県内9位）

96.6％
（県内9位）

● ● ●
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本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
次
の
い
ず
れ

か
の
資
金
融
資
を
受
け
た
事
業
者

◦
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ

ル
経
融
資
）

◦
新
創
業
融
資
制
度

利
子
補
給
率
＝
年
0
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
償
還
利
子
の
約
定
年
率
の
2

分
の
1
の
い
ず
れ
か
低
い
利
率

利
子
補
給
対
象
期
間
＝
平
成
30
年
1
月

1
日
〜
12
月
31
日

申
し
込
み
方
法
＝
1
月
31
日
㈭
ま
で
に

商
工
課（
市
役
所
4
階
）ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.na 

rita.chiba.jp/dow
nload/page 

315600.htm
l

）に
あ
る
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
同
課
へ

※
補
給
に
は
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
商
工
課（
☎
20
‐
1
6
2 

2
）へ
。

一
時
的
に
閉
鎖

J
R
成
田
駅
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　
J
R
成
田
駅
西
口
に
設
置
し
て
い
る

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
、
駅
周
辺
の
混
雑
に

よ
る
危
険
回
避
の
た
め
一
時
的
に
閉
鎖

し
ま
す
。

期
間
＝
12
月
28
日
㈮
〜
2
月
5
日
㈫

※
く
わ
し
く
は
市
立
図
書
館（
☎
27
‐

2
0
0
0
）へ
。

工
事
費
の
3
分
の
2
を
補
助

崖
地
の
整
備

　
市
で
は
、
擁
壁
を
設
け
る
な
ど
の
危

険
な
崖
地
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
工
事

を
計
画
す
る
と
き
は
土
木
課（
市
役
所

5
階
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
2
つ
に
当
て
は
ま
る
も
の

（
宅
地
造
成
事
業
や
宅
地
分
譲
事
業

と
し
て
の
整
備
は
除
く
）

◦
高
さ（
垂
直
）が
3
メ
ー
ト
ル
以
上
で

傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
崖
地

◦
崩
壊
し
て
住
居
に
著
し
い
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
崖
地

補
助
額
＝
7
5
0
万
円
を
限
度
に
、
工

事
費
の
3
分
の
2

※
く
わ
し
く
は
土
木
課（
☎
20
‐
1�

5 

5�

0
）へ
。

㈪
〜
1
月
11
日
㈮（
必
着
）

意
見
の
提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
提
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
直
接
・
郵
送
・
F
A
X
・
E
メ
ー

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
の
い
ず
れ

か
で
行
政
管
理
課（
〒
2
8
6
‐
8�

5 

8�

5 

花
崎
町
7
6
0 

F
A
X
24
‐
1 

6
5
5 

E
メ
ー
ルgyosei@

city.n 

arita.chiba.jp

）へ

結
果
の
公
表
＝
市
の
考
え
と
併
せ
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

※
く
わ
し
く
は
行
政
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
0
1
）へ
。

申
し
込
み
は

八
富
成
田
斎
場
へ

火
葬
や
式
場
の
利
用

　
八や

つ
富と

み
成
田
斎
場
で
は
通
夜
と
告
別
式

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
霊
き
ゅ
う
車
の

利
用（
市
内
の
自
宅
、
病
院
な
ど
か
ら

斎
場
ま
で
）や
祭
具
の
貸
し
出
し
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
の
火
葬
は
、
犬
・
猫
・
ウ
サ

ギ
な
ど
の
小
動
物
を
対
象
に
、
ペ
ッ
ト

火
葬
場（
八
富
成
田
斎
場
向
か
い
）で

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
に
は
予
約
が
必

要
で
す
。
予
約
は
八
富
成
田
斎
場（
☎

23
‐
4
5
1
1
）で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

小
規
模
事
業
者
・

創
業
す
る
人
を
対
象
に

利
子
補
給
制
度

　
市
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
「
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
」

や
「
新
創
業
融
資
制
度
」
の
融
資
を
受

け
た
事
業
者
に
対
し
て
、
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

対
象
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
に
日

意
見
を
募
集
し
ま
す

行
政
改
革
推
進
計
画

　
行
政
改
革
推
進
計
画
は
行
政
改
革
に

関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
。
新
た
な
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
素
案
を

公
表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
＝
行
政
管
理
課（
市
役
所
4

階
）、
行
政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
、
各
公
民
館
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
館
、
赤
坂
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
も
り
ん
ぴ
あ
こ

う
づ
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

shisei/index0400.htm
l

）

意
見
を
提
出
で
き
る
人
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
が
あ
る
人
、
利
害
関
係
者

閲
覧
・
意
見
の
提
出
期
限
＝
12
月
10
日

市 長 日 誌

POPランの開会式であいさつ（11日）

2日 国民保護協議会

4日 三里塚コミセンまつり
防火ポスター展表彰式

6日 総合教育会議
8日 災害対策本部図上訓練

9日 生涯大学院学園祭
農業青年団体農政座談会

10日 八生地区敬老会
自主防災組織リーダー研修会

11日
成田POPラン大会
伊能歌舞伎定期公演
市民ミュージカル

12日
横芝・神崎間首都圏中央連絡
自動車道建設促進協議会要望
活動

13日
成田用水事業推進協議会によ
る農林水産省、財務省への要
望活動

14日
成田商工会議所・成田市観光
協会永年勤続優良従業員表彰
式

15日 成田市表彰式
納税表彰式

11月1日〜15日
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

配
布
場
所
＝
公
園
緑
地
課（
市
役
所
5

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、
各
公
民

館
、
美
郷
台
地
区
会
館
、
三
里
塚
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
も
り
ん
ぴ

あ
こ
う
づ
、
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

environm
ent/page188700.

htm
l

）

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2
）へ
。

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で

C
O
²C
O
²ス
マ
ー
ト
大
作
戦

　
県
で
は
、
暖
房
や
給
湯
な
ど
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
多
く
な
る
冬
季
に
家

庭
の
省
エ
ネ
を
応
援
す
る
た
め「
我
が
家

の
Cコ

ツ

コ

ツ

O
²C
O
²ス
マ
ー
ト
大
作
戦
2�

0 

1�

8
・
冬
」
を
実
施
し
ま
す
。

取
組
期
間
＝
2
月
28
日
㈭
ま
で（
報
告

は
各
月
ご
と
に
翌
月
の
15
日
ま
で
）

参
加
方
法
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 

//w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/shig 

en/chikyuukankyou/co2co 

2sm
art/hom

e/index.htm
l

）に

あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
記
載
さ

れ
て
い
る
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
1

カ
月
分
の
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
・
水

道
使
用
量
を
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報

関
係
図
書
の
縦
覧

都
市
計
画

　
大
室
地
区
の
一
部
を
対
象
と
し
た
地

区
計
画
の
決
定
を
11
月
16
日
に
告
示
し

ま
し
た
。
関
係
図
書
を
次
の
通
り
縦
覧

で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）

内
容
＝
久
住
第
二
小
学
校
跡
地
地
区
地

区
計
画

※
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
6
0
）へ
。

新
年
を
祝
っ
て
配
布
し
ま
す

門
松
カ
ー
ド

　
市
で
は
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
各

戸
に
門
松
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
が
な
い
地
区
の
人
や
、
破
損
・

紛
失
し
た
人
は
次
の
施
設
で
も
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
布
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
〜
28
日
㈮ 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
各
施
設
休

館
日
は
除
く
）

告
※
く
わ
し
く
は
県
循
環
型
社
会
推
進
課

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
4
1
3
9
）

へ
。

休
館
の
お
知
ら
せ

遠
山
公
民
館

　
遠
山
公
民
館
で
は
電
気
設
備
の
改
修

工
事
を
行
う
た
め
、
1
月
16
日
㈬
は
休

館
と
な
り
ま
す
。
休
館
に
伴
い
市
民
課

遠
山
分
室
と
図
書
室
の
業
務
も
休
止
し

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
中
央
公
民
館（
☎
27
‐

5
9
1
1
）へ
。

必
ず
中
身
を
空
に
し
て

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
処
理

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
、
中
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
収

集
・
選
別
作
業
の
際
に
発
火
や
爆
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
必
ず

中
身
を
空
に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
処
分
す
る
と
き
は
、
風
通
し
の
良
い

屋
外
で
、
引
火
す
る
物
が
な
い
か
周
囲

を
確
認
し
、
数
回
に
分
け
て
中
身
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。
空
に
な
っ
た
ら
穴
を

開
け
、
金
属
製
の
部
分
は
金
物
・
陶
磁

器
・
ガ
ラ
ス
類（
黄
色
の
指
定
ご
み
袋
）、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
部
分
は
可
燃
ご
み

（
青
色
の
指
定
ご
み
袋
）と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

年
内
の
依
頼
は

19
日
ま
で
に

し
尿
の
く
み
取
り

　
年
内
の
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、
12
月
19
日
㈬
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
12
月
は
依
頼
が
集
中
す
る
た

め
、
希
望
す
る
日
に
作
業
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

気
軽
に
相
談
し
て
だ
さ
い

人
権
週
間

　
市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
が
女
性
・

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
性
的

少
数
者
な
ど
を
巡
る
人
権
の
問
題
や
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦

情
相
談（
人
権
・
行
政
相
談
）」
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
12
月
4
日
㈫
〜
10
日
㈪
の

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
12
月
4
日
に
実

施
し
ま
す
。

　
詳
細
は
「
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
相

談
室
」（
19
ペ
ー
ジ
）で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

適
正
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、

地
区
ご
と
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
同
協
議
会
へ
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル

ム
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で

す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

1
）へ
。
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困りごと・悩みごと相談室

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
※�各相談の受け付けは、終

了時間の30分前まで。予
約制の相談は、予約の時
間までに来てください。

市民協働課
☎20-1507
※�裁判所で係属中の事件や

法人からの相談は受けませ
ん。弁護士法律相談（同年
度中に相談は2回まで）の1
月分の予約は12月26日㈬
午前8時30分から受け付け
ます。

弁護士法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
女性のための相談

（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 14日㈮・28日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 18日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 18日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 4日㈫ 10：00〜15：00

市民よろず相談 15日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 市民よろず相談室
内田さん☎91-5313

司法書士法律相談 19日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 千葉司法書士会佐倉支部
菊池さん☎043-235-7687

司法書士による電話相談
月・水・土曜日

（年内は19日㈬まで。次
回は1月7日㈪）

月・水曜日14：00〜17：00
土曜日10：00〜15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局不動産登記相談
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月〜金曜日 9：00〜16：00 法務局成田出張所 法務局成田出張所

☎23-2313
住宅無料耐震相談（予約制） 21日㈮ 9：00〜16：00 市役所5階502会議室 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザーズ
コーナー ☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
商工業者法律相談（予約制） 5日㈬ 10：00〜12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101
商工業者よろず支援拠点
サテライト相談（予約制） 20日㈭ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

社労士年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
交通事故相談（予約制） 4日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527
障がい者相談 月〜土曜日 9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00〜16：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-77557日㈮ 下総地域福祉センター

21日㈮ 保健福祉館大栄分館
アルコール依存相談 6日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田☎20-3399
家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922

不登校相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 
☎20-1414

学校教育全般・いじめ相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582
教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談（予約制） 5日㈬ 8：30〜11：30 下総支所 農政課☎20-154213：30〜16：30 大栄支所

心の健康、応援します一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※期日中の12：00〜13：00、祝日、12月29日㈯〜1月3日㈭は相談を実施していません。また、日程は変更になる場合があります。12月の相談日
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掲 示 板

コインパーキングの 
料金トラブルにご注意を

　1月1日にいつも利用している1日最大800円のコイン
パーキングへ駐車したら、高額な利用料金を請求され驚

きました。何かの間違いかと思い管理業者に問い合わせたとこ

ストーブは正しく使用しましょう
　寒い季節に活躍するストーブ。最近では器具そのものの安全
性は高まっていますが、使う人が取り扱い方法を誤ったり、注
意事項を守らなかったりしたことが原因で、多くの火災が発生
しています。市内でも、過去5年間で10件のストーブ火災が発
生しました。火災を防ぐため、次の点に注意して使用しましょう。
ストーブ火災防止のための注意点
◦使用前には必ず点検・整備をする
◦布団、カーテンの近くでは使用しない
◦新聞・雑誌などの可燃物を近くに置かない
◦洗濯物を乾かすなど乾燥機代わりにしない
◦外出・就寝・給油するときは消火する
◦給油中に灯油がこぼれたり、あふれたりしたときは、よく拭

き取りしばらくしてから点火する
◦カートリッジタンクのキャップは、確実に閉めたことを確認

してから持ち運ぶ
◦近くでスプレー缶など引火性の物を使用したり、置いたりし

ない
◦使わないときは、電源プラグをコンセントから抜く

◦電源プラグやコードが傷んでいたら使用しない
◦灯油の保管は、灯油用ポリタンクなどの専用容器を使用し、

直射日光を避けて屋内で保管する
　また、いざというときのために消火器なども備えておきま
しょう。

※くわしくは予防課（☎20-1591）へ。

ろ、年末年始の特別料金になっていると言われました。よく見
ると利用料金案内の看板に、12月29日〜1月14日の特別料金
が記載されていました。仕方がないのでしょうか。

　コインパーキングは利用した時間分の料金を支払う時間
貸し駐車場です。駐車場によっては、休日料金と平日料

金が違っていたり、周辺でのイベント開催時などに特別料金を
設定したりすることがあります。駐車場の利用料金や利用条件
が分かりやすく表示してあれば問題ありませんが、実際には表
示が見づらく利用条件を誤解するといったトラブルが報告され
ています。事業者に問い合わせても、返金されない場合がほと
んどです。
　コインパーキングを利用する際は、入り口や精算機付近の利
用案内をよく見て、料金や利用条件をよく確認しましょう。看
板には1日最大料金とともに「1日限り」「1時間当たり○○円」
という表示がある場合がほとんどです。この場合、1日最大料
金は駐車後1日間または午前0時を過ぎると1日経過したとさ
れ、それ以降は1時間当たりの料金で計算されます。このため、
想定していた利用料金より高額になることがありますので気を
付けましょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

1日最大800円
12/29～1/14
特別料金

Q

暮らしの安全知っ得情報

A

消費生活相談Q&A
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掲 示 板

老後だけではありません
障がいを負ったときや一家の支え手が亡くなったときも、年金
を受給できる場合があります。今回は障害年金についてお知ら
せします。

　障害基礎年金は、国民年金加入中（加入していた人は60〜64
歳の期間も含む）に初診日がある病気やけがで一定の障がいを

負った人に支給されます。請求は、初診日から原則1年6カ月
以降（1年6カ月後が20歳未満のときは20歳以降）にできます。
　障害基礎年金を受給するには、障がいの状態が基準以上であ
り、次の保険料の納付に関する条件のいずれかを満たす必要が
あります。
保険料納付条件
◦初診日の前々月までの被保険者期間のうち、納付期間や免

除・猶予期間などが3分の2以上あること
◦初診日に65歳未満の人は、初診日の前々月までの直近1年

間に未納がないこと
　初診日が厚生年金加入中であるときは障害厚生年金の対象に
なります。
問い合わせ先

※くわしくは保険年金課（☎20-1547）へ。

切り替えて医療費を軽減
ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬の特許が切れた後に、
新薬と同じ有効成分で作られた薬です。ジェネリック医薬品を
使用することによって、一人一人の自己負担額が軽減されます。
特徴やメリットを理解して使ってみませんか。

ジェネリック医薬品とは
　新薬の特許期間が過ぎた後に販売される、新薬と同じ有効成
分、同等の効能・効果を持った薬です。
　ジェネリック医薬品の開発では、医薬品メーカーがさまざま
な試験を行っています。効き目や安全性が新薬と同等であると
証明されたものだけが、厚生労働大臣によって、ジェネリック
医薬品として承認されます。
どんなメリットがあるの
　新薬の開発には、長い歳月と1,000億円近くの費用が必要
で、薬の価格にはその莫

ばく
大
だい

な開発費用が反映されています。　
　ジェネリック医薬品は、すでに有効性や安全性が確認されて
いることから、開発費用が安く抑えられます。そのため、価格
が新薬と比べて3〜5割程度安く、ジェネリック医薬品に切り
替えることで自己負担額を減らせます。
　ただし、全ての病気・新薬に対してジェネリック医薬品があ

るわけではないため、切り替えできない場合もあります。まず
は医師または薬剤師に相談してください。
ジェネリック医薬品に関する差額通知
　市では「ジェネリック医薬品に関する差額通知」を12月下旬
にはがきで送付します。この通知は、処方を受けた薬をジェネ
リック医薬品に切り替えた場合に、自己負担額がどれくらい安
くなるかをお知らせするものです。通知の対象は25歳以上の
国民健康保険加入者で、自己負担額が一定額以上軽減できると
見込まれる人です。
　通知を希望しない人は、12月7日㈮までに保険年金課（☎
20-1526）へ連絡してください。すでに連絡している人は必要
ありません。

※くわしくは同課へ。

ジェネリック医薬品

国民年金のサポート

国民年金加入中

第1号
被保険者 保険年金課☎20-1547

第3号
被保険者

ねんきんダイヤル（全国共通）
☎0570-05-1165

厚生年金加入中 ねんきんダイヤル（全国共通）
☎0570-05-1165

ジェネリックで
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栗山公園のミニSL
2月まで運休します

　12〜2月は、ミニSLを運休します。次
回の運行は、3月24日㈰午前10時〜午
後3時です。
※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

4月入所の受け付け
市内の保育所など

対象＝市に住民記録があり、保護者が仕
事や病気などにより、保育できない家
庭の乳幼児

受付日時＝12月3日㈪〜1月11日㈮（土・
日曜日、祝日を除く） 午前9時〜午後5
時15分（1月11日は午前9時〜11時30
分、午後1時30分〜4時）

受付場所＝保育課（市役所2階）（1月11
日は市役所6階中会議室）

申込方法＝事前に保育課（☎20-1607）
へ予約をして、申込書を提出（1月11日
は当日直接会場へ）

申込書配付場所＝保育課、各保育園・事
業所・認定こども園

※市外の保育所を希望する場合は保育課
（☎20-1607）へ連絡してください。く
わしくは同課へ。

催し物催し物

成人式
人生の節目を祝う

日時＝1月13日㈰ 正午から（受け付けは
午前11時15分から）

会場＝成田国際空港第2旅客ターミナル
ビル前中央広場

対象＝平成10年4月2日〜11年4月1日
に生まれた市内在住の人

※くわしくは生涯学習課（☎20-1583）へ。

青少年感動芸術劇場
ミュージカルを鑑賞しませんか

日時＝12月22日㈯ 午後3時から
会場＝国際文化会館
出演＝ミュージカルカンパニーイッツフォー

リーズ
入場料（全席自由）＝1,000円（小学生以

下は無料）
入場券販売場所＝国際文化会館、子ども

プラザ成田、ボンベルタ成田店4階
サービスカウンター、ヨネダカメラ店

※3歳未満は入場できません。くわしく
は子どもプラザ成田（☎29-1387）へ。

文化芸術センター企画展
書道や鉄道の写真など

会場＝スカイタウンギャラリー
入場料＝無料
写真でつづる千葉県と鉄道展
日時＝12月9日㈰〜16日㈰ 午前10時〜

午後5時（16日は午後4時まで）
内容＝鉄道の歴史を写真で振り返る

【展示解説】
日時＝12月9日㈰ 午前11時から、午後

1時30分から
新春書道・華道展
日時＝1月1日（火・祝）〜14日（月・祝）  

午前10時〜午後5時（14日は午後4時
まで）

内容＝書道作品・生け花・盆栽の展示
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは文化芸術センター（☎20-11 
33、月曜日は休館）へ。

しまじろうコンサート
たんけん！うみのワンダーランド

日時＝2月24日㈰ 午後0時30分から、午
後3時30分から

会場＝国際文化会館
入場料（全席指定）＝3,120円（3歳未満は

膝上鑑賞は無料）
入場券販売場所＝国際文化会館、ボンベ

ルタ成田店4階サービスカウンター、
新星堂成田ユアエルム店、ヨネダカメ
ラ店、多古町コミュ二ティプラザ、チ
ケットぴあ、ローソンチケット、イー
プラス

※くわしくは国際文化会館（☎23-1331、
月曜日、祝日の翌日は休館）へ。空港で記念撮影

平成30年10月分
測定局 � Lden WECPNL
竜台 55.8 66.4
長沼 58.6 69.3
北羽鳥 57.6 68.7
北羽鳥
北部 57.6 67.1

新川 57.7 67.8
猿山 50.7 60.0
滑川 56.3 66.4
西大須賀 59.1 70.6
四谷 58.5 68.9
高倉 61.5 74.4
内宿 55.5 65.1
磯部 59.1 70.0
水掛 57.9 67.8
幡谷 58.0 67.8
成毛 58.3 68.2
荒海 62.1 73.3
飯岡 60.8 72.0
大生 61.2 72.3
土室（県） 64.2 77.9
土室（NAA） 57.0 66.8

測定局 � Lden WECPNL
荒海橋本 62.4 73.4
大室 58.7 68.5
大室（NAA） 58.4 69.2
野毛平
工業団地 61.0 71.8

芦田 62.9 75.5
赤荻 61.1 71.9
野毛平 61.6 73.2
下金山 53.8 65.6
押畑 52.5 62.8
新田（NAA） 54.6 67.5
新田 57.0 69.2
堀之内 59.2 70.8
馬場 56.9 68.5
遠山小 59.1 71.3
本三里塚 58.4 72.3
三里塚小 59.9 72.5
御料牧場
記念館 56.1 68.1

本城 56.9 68.4
南三里塚 57.7 71.1

※�航空機騒音の評価指標は、平成25年4月か
らWECPNLからLdenに変更されました。Lden
とは、時間帯補正等価騒音レベルのことで、
航空機騒音をエネルギーとして加算するもの
で、夕方や夜間の値には重み付けを行いま
す。単位はデシベル。この数値は速報値です。
くわしくは空港対策課（☎20-1521）へ。

色文字は、騒防法第一種区域に設置され
た測定局を示します。
第一種区域の基準値 Lden：62デシベル以
上（参考値WE CPNL：75以上）

航 空 機 騒 音 測 定 結 果

会場＝市立図書館2階視聴覚ホール
◇12月8日㈯＝「幸福の黄色いハンカチ」
　1977年・日本
◇12月21日㈮＝「怪盗グル―のミニオン大

脱走」
　2017年・アメリカ・アニメ・吹替
◆�上映は午後2時から、定員は171人（先

着順）、入場は無料です。くわしくは視
聴覚サービスセンター（☎27-2533）へ。

映 画 会

図 書 館
今�月の図書館休館日＝3日㈪、10日㈪、17

日㈪、25日㈫、29日㈯〜31日㈪（年末
休館）

※�24日㈪は本館・公津の杜分館・三里塚
コミュニティセンター図書室のみ開館しま
す（午前9時30分〜午後5時）。

図書館本館・公津の杜分館は火〜金曜
日は午前9時30分〜午後7時（本館2階
は午後5時15分まで）、土・日曜日は午
後5時まで開館しています。
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非常勤歯科衛生士
健康増進課で

応募資格＝歯科衛生士の資格を持つ人
募集人員＝若干名
業務内容＝歯科健診・訪問歯科診療など

の補助、歯科保健指導など
勤務期間＝4月1日〜3月31日
勤務場所＝保健福祉館ほか
時給＝1,380円
応募方法＝12月14日㈮（必着）までに写

真を貼った履歴書を直接または郵送で
健康増進課（〒286-0017 赤坂1-3-1）
へ。後日、面接日を通知します

※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

防犯まちづくり講演会
腹話術で楽しく学ぶ

日時＝1月26日㈯ 午前10時から
会場＝市役所6階大会議室
内容＝腹話術を使った防犯講演会、電話

de詐欺などの寸劇
講師＝ポンちゃん一座（腹話術師）、なり

たポリス一座（成田警察署）
定員と参加費＝200人（先着順）・無料
※申し込みは交通防犯課（☎20-1527）

へ。

HAPPYバレンタインin沖縄
素敵な出会いを

期日＝3月9日㈯・10日㈰（1泊2日）
内容＝沖縄観光、交流パーティーなどを

通して参加者同士の親睦を図る
対象＝20〜45歳の独身で、成田市・富

里市・香取市・山武市・栄町・神崎町・
芝山町・横芝光町・多古町に在住・在
勤の人（女性は移住希望も可）

定員＝男女各20人（先着順）
参加費＝男性4万4,800円、女性3万9, 

800円（交通費、宿泊費など）
申込方法＝12月3日㈪から電話またはE

メールで住所・氏名・年齢・電話番号
を多古町企画空港政策課交流イベント
事務局（☎0479-76-5409 Eメールku 
ukou@town.tako.lg.jp）へ

※くわしくは同事務局へ。

0・1歳のおはなしかい
えほんとあそぼう

日時＝12月14日㈮ 午前11時〜11時30
分

会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・1歳児と保護者
定員＝12組（初めての人を優先に先着順）
参加費＝無料
持ち物＝薄手のハンカチ
※申し込みは午前9時30分から市立図書

館（☎27-2000）へ。

豊住ふれあい大人陶芸教室
湯飲みと茶碗を作ろう

日時＝1月20日・27日、2月3日・17日・
24日の日曜日（全5回） 午前9時30分
〜正午

会場＝豊住ふれあい健康館
対象＝16歳以上の人
定員＝15人（先着順）
参加費＝1,500円（材料費・保険料など）
持ち物＝エプロン、タオル
※申し込みは1月11日㈮までにスポー

ツ振興課（☎20-1584）へ。

書き初め大会
一筆に集中して

日時＝1月26日㈯ 午前9時30分〜午後
0時30分

会場＝市体育館
対象＝小学生〜高校生
定員と参加費＝200人（先着順）・無料
持ち物＝書道用具
申込方法＝1月10日㈭までに市体育館ま

たは市スポーツ・みどり振興財団ホーム
ページ（http://www.park-narita.jp）
にある申込書を直接・FAX・ Eメールの
いずれかで市体育館（FAX26-7258 E
メールfujisaki@park-narita.jp）へ

※くわしくは市体育館（☎26-7251）へ。

お知らせお知らせ

児童ホーム
入所申請書類を配布

　4月から児童ホームに入所を希望する
児童を対象に、入所申請書類の配布を行
います。
対象＝市内在住で小学校に通っていて、

保護者が仕事や病気などにより保育で
きない家庭の児童

受付期間＝1月28日㈪〜2月6日㈬（都合
の悪い人は、事前に保育課（☎20-160 
7）に連絡してください）

受付場所＝市役所2階202会議室
配布書類＝入所案内、入所申請書、就労

証明書など
配布場所＝保育課（市役所2階）、各児童

ホーム、市ホームページ（http://ww 
w.city.narita.chiba.jp/kosodate/
page141500.html）

※くわしくは保育課へ。

伝 板言

募　集募　集

児童
ホーム名 場所

中台 中台1-4（中台小校内）
三里塚 本三里塚153-1（三里塚小校庭）
玉造 玉造3-4（玉造小校庭）
平成 江弁須617-2（平成小校庭）
新山 加良部4-23（新山小校庭）
成田 幸町948-1（成田小校内）
本城 本城178-1（本城小校庭）
加良部 加良部6-8（加良部小校庭）
橋賀台 橋賀台3-4（橋賀台小校庭）
吾妻 吾妻2-6（吾妻小校庭）
川上 多良貝245-308（川上小隣接）
公津の杜 公津の杜3-2（公津の杜小校内）
美郷台 美郷台2-19-1（美郷台小校内）
久住 久住中央3-12-1（久住小校庭）
津富浦 津富浦1093（津富浦小校庭）
豊住 北羽鳥1985-2（豊住小校内）
神宮寺 玉造5-28（神宮寺小校庭）
向台 中台3-6（向台小校庭）
遠山 小菅1411（遠山小校内）
下総 名古屋1214（下総みどり学園内）
八生 松崎1468（八生小校内）
公津 台方851（公津小校内）

慎重に筆を運ぶ
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こども生け花体験教室
正月に飾る作品を

日時＝12月27日㈭ 午前10時〜正午
会場＝八生公民館
内容＝正月用の花を生けて、華道の初歩

を学ぶ
対象＝市内在住の小中学生
定員＝25人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,300円（材料費）
申込方法＝12月14日㈮（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所・氏名（ふり
がな）・電話番号・学校名・学年・教室
名を八生公民館（〒286-0804 松崎31 
7 Eメールkominkan@city.narita.c 
hiba.jp）へ

※くわしくは同館（☎27-1533、月曜日・
祝日、12月25日㈫は休館）へ。

成田国際福祉専門学校開放講座
初級簿記を基礎から学ぶ

日時＝1月12日・19日・26日、2月2日・
9日・16日の土曜日（全6回） 午前9時
20分〜午後4時

会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝簿記の基礎を学び、演習問題など

を解く
対象＝20歳以上の人
定員＝40人（市内在住・在勤を優先に先

着順）
参加費＝1,000円（教材費。保険料は別

途）
※申し込みは12月17日㈪までに生涯学

習課（☎20-1583）へ。

霊きゅう車の運転手
八富成田斎場で

応募資格＝普通自動車免許を持つ人
募集人員＝1人
業務内容＝霊きゅう車の運転など
勤務期間＝4月1日〜3月31日
勤務日時＝月15日程度、午前7時〜午後

5時の間で市が指定する8時間30分
勤務場所＝八

やつ
富
とみ

成田斎場（吉倉）
時給＝1,220円
応募方法＝12月17日㈪（必着）までに写真

を貼った履歴書を直接または郵送で環
境衛生課（市役所2階 〒286-8585花
崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1531）へ。

育休代替任期付職員
一般行政職・保育士・看護師など

募集人員
◦保育士…8人程度
◦保健師…若干名
◦看護師…若干名
◦一般行政職…8人程度
任期＝おおむね6カ月〜3年
受験資格
◦保育士…保育士の資格（本市に係る国

家戦略特別区域限定保育士の資格を含
む）を持つ人（平成31年3月末日まで
に取得見込みの人も含む）
◦保健師…保健師の資格を持つ人（平成

31年3月末日までに取得見込みの人
も含む）
◦看護師…看護師の資格を持つ人（平成

31年3月末日までに取得見込みの人
も含む）
◦一般行政職…平成13年4月1日までに
生まれた人

試験案内・申込書の配布場所＝12月3
日㈪から人事課（市役所3階）、市ホー
ムページ（http://www.city.narita.
chiba.jp/boshu/index0644.html）

申込方法＝12月3日㈪〜14日㈮（当日消
印有効）に申込書と受験票を直接また
は郵送で人事課（〒286-8585 花崎町
760）へ

試験日＝1月9日㈬・10日㈭
会場＝市役所議会棟3階執行部控室
※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

杜のクリスマスおはなしかい
絵本と工作の楽しい時間

日時＝12月21日㈮ 午後2時〜3時30分
会場＝もりんぴあこうづ
内容＝絵本の読み聞かせ、語り、クリス

マスオーナメント作り
対象＝市内在住の小学生
定員＝15人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時30分から市立図

書館公津の杜分館（☎27-7100）へ。

お正月飾りづくり
イノシシの置物を

日時＝12月9日㈰ 午前10時〜正午
会場＝子ども館
内容＝来年の干

え
支
と

であるイノシシの置物
を作る

対象＝小学生
定員＝20人（先着順）
参加費＝300円（材料費）
持ち物＝作品を持ち帰る袋
※申し込みは午前10時から子ども館（☎

20-6300、月曜日・祝日は休館）へ。

普通救命講習会
いざというときのために

日時＝1月27日㈰ 午前9時〜正午
会場＝三里塚消防署
内容＝心肺蘇生法・AEDの操作方法な

どを学ぶ
対象＝市内在住・在勤・在学の中学生以

上
定員＝15人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは1月20日㈰までに三里塚消

防署（☎35-1007）へ。

ジュニアボウリング体験教室
目指せストライク

日時＝12月22日㈯ 午後1時〜2時30分
会場＝ラクゾー成田店（ボンベルタ成田

店5階）
内容＝インストラクターからルール・マ

ナーの講義や投球指導を受ける
対象＝小学生（保護者同伴）
定員＝15人（先着順）
参加費＝600円（貸靴代は別途）
持ち物＝運動のできる服装、靴下、タオ

ル
※申し込みは12月19日㈬までに市ボウ

リング協会事務局・間嶋さん、齊藤さ
ん（ラクゾー成田店・☎33-6752）へ。

投球フォームを意識して

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。
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スタインウェイを弾いてみよう
大ホールでグランドピアノを

　世界的に有名なピアノであるスタイン
ウェイを大ホールで弾いてみませんか。
日時＝1月26日㈯・27日㈰ 午前9時〜

午後5時
会場＝国際文化会館
演奏時間（1人当たり）＝60分
定員＝各8人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,000円（施設利用料など）
申込方法＝1月11日㈮（必着）までに往復

はがき（1人1枚まで）に住所・氏名・電
話番号・希望日（午前・午後のいずれか
も）を書いて国際文化会館「スタインウェ
イを弾いてみよう」係（〒286-0021 土
屋303）へ

※くわしくは同館（☎23-1331、12月24
日を除く月曜日、12月25日㈫は休館）
へ。

潜在看護師復職支援講習会
再就職を考える人に

日時＝2月5日㈫・12日㈫・19日㈫・26
日㈫（全4回） 午前10時〜午後3時

会場＝国際医療福祉大学成田キャンパス
内容＝最新の医療看護の動向を知り、再

就職するために必要な知識・技術を習
得する

対象＝市に住民記録がある人で、看護師
資格を持ち看護師として市内で復職し
たい人

定員＝15人（応募者多数は選考）
受講料＝無料
申込方法＝1月18日㈮までに商工課（市役

所4階）または市ホームページ（http://w 
ww.city.narita.chiba.jp/kurashi/
page153200.html）にある申込書を
直接または郵送で同課（〒286-8585 花
崎町760）へ

※託児サービスがあります。くわしくは
同課（☎20-1622）へ。

正月用生け花教室
部屋を華やかに飾る

日時＝12月27日㈭ 午後1時30分〜3時
30分

会場＝大栄公民館
内容＝正月用に手軽に飾ることができる

花を生ける
対象＝20歳以上の人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝2,000円（材料費）
持ち物＝はさみ、剣山、花器
申込方法＝12月14日㈮（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所・氏名（ふり
がな）・電話番号・教室名を大栄公民館

（〒287-0234 松子393 Eメールkom 
inkan@city.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同館（☎73-7071、月曜日・
祝日、12月25日㈫は休館）へ。

明るい選挙啓発書き初め展
冬休みにやってみよう

課題
◦小学1年生…「とも」
◦小学2年生…「くらし」
◦小学3年生…「いのとし」
◦小学4年生…「生きがい」
◦小学5年生…「大きな心」
◦小学6年生…「一票の力」
◦中学1年生…「未来の花」
◦中学2年生…「新たな時代」
◦中学3年生…「理想の未来」
応募方法＝書き初め用紙（縦83cm×横

21.5cm）に、課題と氏名を書き各学
校へ

※優秀作品は公民館・市役所ロビー・ユ
アエルム成田店・成田山書道美術館で
展示されます。くわしくは選挙管理委
員会事務局（☎22-1111 内線3152）
へ。

グランドピアノの一般開放
市役所ロビーで演奏を

日時＝1月10日㈭・16日㈬・25日㈮・
28日㈪、2月1日㈮・12日㈫・18日㈪・
22日㈮ 正午〜午後1時

会場＝市役所1階ロビー
対象＝市内在住・在勤・在学の人
定員と参加費＝各1組（先着順）・無料
※申し込みは文化国際課（☎20-1534）へ。

陸・海・空の自衛官候補生
平和を守る仕事

応募資格＝18〜32歳の人
受付期間＝2月25日㈪まで
※くわしくは自衛隊成田地域事務所（☎ 

22-6275）へ。

甲種防火管理再講習
万が一の備えに

日時＝2月8日㈮ 午後1時〜4時5分
会場＝国際文化会館
定員＝120人（先着順）
受講料＝6,500円（テキスト代を含む）
申込方法＝1月21日㈪〜23日㈬に、日

本防火・防災協会ホームページ（http: 
//www.n-bouka.or.jp）、市予防課

（市役所地下1階）、各消防署にある申込
書を直接またはFAXで県消防設備協
会（千葉市中央区道場南1-9-15 FAX 
043-223-6610）へ
※くわしくは予防課（☎20-1591）へ。

リサイクル製品の販売
自転車や家具を

日時＝12月13日㈭〜16日㈰ 午前9時〜
午後4時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車、家具類
価格（1点当たり）＝5,000円以内
対象＝市内在住で、品物を持ち帰ること

ができる人（希望者には、建物1階まで
の運送を有料で行います）

申込方法＝運転免許証などの本人確認が
できる物を持って、リサイクルプラザ
にある申込用紙を提出

抽選日＝12月18日㈫（当選者にはがきで
通知）

※申し込みのなかった品物は18日の午
後1時から即売します。くわしくはリ
サイクルプラザ（☎36-1000、祝日は
除く）へ。

募　集募　集

掘り出し物を見つけよう
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保 健 イ ン フ ォ メ ー ョシ ン
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

10120-24-1130

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜翌午前6時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

急病診療所

※�症状や年齢によって対応が難しい場合も
ありますので、事前に連絡してください。

☎27-1116

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

献血にご協力ください
【イオンモール成田】
12月2日㈰・9日㈰・22日㈯・23日（日・
祝）・29日㈯・30日㈰・31日㈪ 午前10
時〜11時45分、午後1時〜4時30分

【成田市役所】
12月28日㈮ 午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時
※�都合により変更になる場合があります。

くわしくは千葉県赤
十字血液センター千
葉港事業所推進課（☎
043-241-8332）へ。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※�日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※�赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊）を健康増進課へ送付。

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

歯の健康相談 12月 5日㈬ 午後1時30分〜
2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く）

12月 4日㈫ 午後1時15分〜
3時 カウンセラー・保健師

12月14日㈮ 午後1時15分〜
2時30分 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 12月21日㈮

午前9時〜
9時30分
午後1時〜
1時30分

平成30年8月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 12月17日㈪ 平成30年2月生まれ
1歳6カ月児健診 12月 6日㈭ 平成29年5月生まれ
2歳児歯科健診 12月13日㈭ 平成28年5月生まれ
3歳児健診 12月20日㈭ 平成27年6月生まれ

こころの発達相談（予約制） 12月12日㈬ 午前9時〜
11時50分

心理発達に心配のある乳幼
児

市では、午前9時〜午後4時30分に子ども館・三里塚コミュニティセンター・もりんぴあこ
うづの一部を市内在住の乳幼児と保護者が自由に遊べる場「なかよしひろば」として開放し
ています（各施設の休館日を除く）。そのほかに次の行事を実施しています。くわしくは各
問い合わせ先へ。

施設名 行事名 期日 時間

子ども館（なかよしひ
ろば）
☎20-6300

親子であそぼう会 12月1日㈯…クリスマス製作
12月15日㈯…クリスマス会 午前10時30分〜11時

子育てひろば 12月8日㈯・22日㈯ 午前10時〜正午
おはなし会 12月8日㈯・22日㈯ 午後2時〜2時30分
2歳あつまれー！ 12月19日㈬ 午前10時45分から

身体測定 12月21日㈮ 午前10時〜11時30分、
午後1時30分〜3時

誕生会 12月20日㈭…12月生まれ 午前10時30分〜10時45分

三里塚コミュニティ
センター（三里塚なか
よしひろば）
☎37-3922

おはなし会 12月13日㈭ 午前11時から
身体測定 12月14日㈮ 午前10時〜11時30分、

午後1時30分〜3時誕生会・手形取り 12月26日㈬…12月生まれ

わらべ歌遊び 12月7日㈮…0歳児
12月21日㈮

午前10時30分からどろんこクラブ 12月9日㈰
みんなおいで〜！ 12月19日㈬…クリスマス会

もりんぴあこうづ（公
津の杜なかよしひろ
ば）
☎27-7300

赤ちゃんサロン 12月4日㈫ 午前10時30分〜11時30分、
午後2時30分〜3時30分赤ちゃん講座 12月20日㈭…健康講座

作ってあそぼう 12月7日㈮…ゆらゆらサンタ
午前10時30分〜
11時30分

子育て講座 12月11日㈫…生活リズム
クリスマスお楽し
み会&誕生会 12月14日㈮

おそとひろば 12月6日㈭・13日㈭ 午前10時〜11時30分

なかよしひろばみんなおいでよ
！
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利用料の一部を補助
認可外保育施設

　市では、国の指導監督基準を満たした
認可外保育施設（市外を含む。ただし、
企業主導型保育事業所を除く）に通う小
学校就学前の児童の保護者に対し、利用
料の一部を年4回に分けて補助します。
対象＝市に住民記録があり、保育所など

の入所基準を満たした小学校就学前の
児童の保護者

対象となる利用料＝認可外保育施設に支
払った10〜12月分の利用料

申請書配布場所＝保育課（市役所2階）、
市ホームページ（http://www.city.n 
arita.chiba.jp/download/page 
284000.html）

申請方法＝12月17日㈪〜28日㈮（当日
消印有効）に、申請書、就労証明書、世
帯の所得が分かる書類、利用料の領収
書などの必要書類を直接または郵送で
保育課（〒286-8585 花崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

利用・協力会員を募集
成田おたすけ隊

　高齢者や障がいなどで日常生活に支障
のある人（利用会員）が家事などで手助け
を必要とするときに、手伝ってくれる人
（協力会員）を紹介しています。
内容＝掃除・洗濯など日常生活の簡単な

支援（短時間サービスはごみ出しなど）
利用会員
対象＝市内在住の65歳以上の人、軽度

の障がいのある人、就学前の子どもが
いる人

年会費＝1,000円
利用料＝1時間700円（短時間サービス

は30分350円。交通費は別途）の利用
券を事前購入し、協力会員に渡す

協力会員
対象＝健康でボランティア活動に興味が

ある人
年会費＝無料
※くわしくはボランティアセンター（☎
27-8010）へ。

健康被害に気を付けて
PM2.5の注意喚起

　大気中に気体のように長期間浮遊して
いる微粒子のうち、粒径2.5マイクロ
メートル以下のものをPM2.5（微小粒子
状物質）といいます。PM2.5は、粒径が
小さいことから、肺の奥深くまで入りや
すく、健康へさまざまな影響を及ぼす可
能性があります。
　県からPM2.5についての注意が喚起
された場合は、防災行政無線やなりた
メール配信サービスでお知らせします。
その際は、外出や屋外での長時間の激し
い運動を控える、呼吸器系や循環器系の
疾患のある人、子ども、高齢者は特に注
意するなどの対応をお願いします。
※くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

65歳以上は1,500円で
インフルエンザの予防接種

接種期間＝12月31日㈪まで
場所＝高齢者インフルエンザ個別予防接

種実施医療機関（区長回覧または市
ホームページ（http://www.city.nar 
ita.chiba.jp/kenko_fukushi/page 
145200_00001.html）で確認してく
ださい）

対象＝市に住民記録があり、次のいずれ
かに当てはまる人

◦接種日に65歳以上の人
◦接種日に60〜64歳で心臓・腎臓・呼

吸器の機能に日常生活が極度に制限さ
れる程度の障がいがある人、ヒト免疫
不全ウイルスにより免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障がい
がある人

自己負担額＝1,500円
※保険証など年齢確認ができる物を持っ

て医療機関に行ってください。市外の
医療機関で接種を希望する人は健康増
進課（☎27-1111）へ問い合わせてく
ださい。くわしくは同課へ。

受け取っていない人へ
敬老会の記念品

　平成30年度の敬老会の記念品（うなり
くん絵柄入り小皿と梅干しのセット）の
引き換えは12月28日㈮までです。
　受け取っていない人は、敬老会の招待
はがきを持って次の場所で受け取ってく
ださい。
引き換え場所＝社会福祉協議会（保健福

祉館内）、高齢者福祉課（市役所議会棟
1階）、下総・大栄支所

※くわしくは社会福祉協議会（☎27-775 
5）または高齢者福祉課（☎20-1537）
へ。

中途失聴者・難聴者と
手話学習と懇談会

日時＝12月16日㈰ 午後1時30分〜4時
会場＝佐倉市西部地域福祉センター
参加費＝無料（初めての人はテキスト代

1,200円）
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは千葉県中途失聴者・難聴者
協会印旛事務所（☎047-432-8039 
FAX043-461-6533）へ。

生活再建をお手伝い
暮らしサポート成田

　市では「暮らしサポート成田」を商工会
館1階に設置し、生活保護を受けていな
い人で、生活の維持が難しい人を対象に
相談を受け付けています。
　相談内容は、仕事や家計、貸し付け、
病気、引きこもりなどさまざまです。
　窓口に来られない場合には、支援員が
訪問することもできますので、生活で
困ったことがあれば、気軽に相談してく
ださい。
※くわしくは暮らしサポート成田（☎20- 

3399）へ。

弁護士や専門家が応じます
労災職業病なんでも相談会

日時＝12月15日㈯ 午後1時〜4時
会場＝船橋市勤労市民センター
相談料＝無料
※相談を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは千葉中央法律事務所（☎04 
3-225-4567）へ。



1 土 ⃝親子であそぼう会（P26）
2 日 ⃝献血（P26）
3 月

4 火 ⃝人権週間（P18）⃝赤ちゃんサロン（P26）
⃝こころの健康相談（P26）

5 水 ⃝歯の健康相談（P26）
6 木 ⃝おそとひろば（P26）
7 金【大雪】⃝わらべ歌遊び（P26）⃝作ってあそぼう（P26）

8 土
⃝子育てひろば（P26）⃝おはなし会（P26）
⃝クリスマス・フェスティバル（午前11時・成田
空港第2旅客ターミナルビル前中央広場）

9 日 ⃝写真でつづる千葉県と鉄道展（P22）⃝お正月飾り
づくり（P24）⃝献血（P26）⃝どろんこクラブ（P26）

10 月
⃝北朝鮮人権侵害問題啓発週間（P16）⃝冬の交通
安全運動（P16）⃝年末年始特別警戒取り締まり期
間（P16）⃝行政改革推進計画素案の閲覧（P17）

11 火 ⃝子育て講座（P26）
12 水 ⃝こころの発達相談（P26）
13 木 ⃝リサイクル製品の販売（P25）

14 金
⃝0・1歳のおはなしかい（P23）⃝身体測定（P26）
⃝クリスマスお楽しみ会＆誕生会（P26）
⃝江戸浮世絵展（右記）

15 土 ⃝門松カードの配布（P18）
16 日
17 月
18 火
19 水 ⃝みんなおいで〜！（P26）⃝2歳あつまれー！（P26）

20 木 ⃝誕生会（P26）⃝赤ちゃん講座（P26）
⃝ふれあいコンサート（右記）

21 金 ⃝杜のクリスマスおはなしかい（P24）

22 土
【冬至】⃝青少年感動芸術劇場（P22）⃝ジュニアボ
ウリング体験教室（P24）⃝献血（P26）
⃝わくわく感謝デー（午前8時・成田市場）

23 日【天皇誕生日】⃝市長選挙の投票日（P2）⃝献血（P26）⃝クリスマスミュージックフェスタ（右記）
24 月【振替休日】
25 火 ⃝お焚き上げ（宗吾霊堂）
26 水 ⃝誕生会・手形取り（P26）

27 木 ⃝こども生け花体験教室（P24）
⃝正月用生け花教室（P25）

28 金 ⃝納め不動（成田山新勝寺）⃝JR成田駅ブックポス
トの一時閉鎖（P17）⃝献血（P26）

29 土
⃝市役所などが年末年始の休み（1月3日まで）
⃝コンビニ交付サービスの休止（1月3日まで）
⃝献血（P26）

30 日 ⃝日曜開庁の休止⃝献血（P26）
31 月 ⃝献血（P26）
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市の人口
10月末日現在（　）内は前月比

　街にクリスマスツリーやイルミネーションが飾
られる時季になりました。その灯りや輝きは、冬

になるとより美しく見えると思いませんか。冬は寒気団の影響で空気が乾
燥し水分量が少なくなること、また気流が安定するのでほこりなどが舞わ
ないことがその理由です。光の散乱が少なく澄んだ空気となり、光や星が
美しくクリアに見えるそうです。12月8日に成田空港で行われるクリス
マス・フェスティバルでは、午後5時40分にツリーの点灯式が行われま
す。皆さんも幻想的な光の世界を訪れてはいかがですか。
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C a l e n d a r

＊�日曜開庁は午前8時30分〜午後5時15分。市民課（16日は、マイナンバーカー
ド関連業務停止）、保険年金課、市民税課、資産税課、納税課、子育て支援
課の一部の業務のみ

　人口････ 133,512人　	 （＋77）
　男･･･････ 67,074人　	 （＋98）
　女･･･････ 66,438人　	 （−21）
　世帯数･･･ 62,453世帯	 （＋71）

優しい音色に包まれて

江戸浮世絵展

江戸時代の絵師の作品が並ぶ

日時＝12月14日㈮〜1月20日㈰ 午
前10時〜午後5時

会場＝スカイタウンギャラリー
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会

場へ。くわしくは文化芸術センター
（☎20-1133、月曜日は休館）へ。

ふれあいコンサート

市役所ロビーで演奏

日時＝12月20日㈭ 午後0時10分〜
0時50分

会場＝市役所1階ロビー
内容＝E

ア ン サ ン ブ ル

nsemble o
オ ト モ

tomoによるオー
ボエのデュオコンサート

入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会

場へ。くわしくは文化国際課（☎
20-1534）へ。

クリスマスミュージックフェスタ

20木

23 ・祝日

日時＝12月23日（日・祝） 午前10時
〜正午

会場＝もりんぴあこうづ
内容＝鈴木慎

よし

崇
たか

さんによるピアノ
の演奏、平成小学校合唱部によ
る合唱など

定員＝185人（先着順）
入場料（全席自由）＝1,000円
入場券販売場所＝もりんぴあこう

づ
※くわしくは同館（☎27-5252）へ。

〜 1
日20

12
金14


